
 

 

 

 

 

 

 

  

 

損保総研 上智大学に連携講座を提供 
「保険会社の現代的リスク管理経営(ERM)」をプロデュース 

 

 

損保総研は、上智大学と連携し、同大学経済学部春学期開講科目「保険会社の現代的

リスク管理経営（ERM）」を昨年度に引続きプロデュースし、4月19日に初講義が行われ

る。（講義概要は後記の通り。） 

 

損保総研は産学連携の一環として、大学とのコラボレーションによる学術振興に注力

しており、RIS（全国学生保険学ゼミナール）への賛助や、参加学生へのアドバイスを

行っているほか、最近では、各大学の保険学ゼミナールの学生を招聘してのワーク

ショップ開催等、積極的な取組みを進めている。 

 

今般の上智大学経済学部との連携講座もその一環である。 

 

ERM（統合的リスク管理）は、保険会社の最新の経営戦略であり、昨年度開講した大

学学部生向けの講義は本邦初の試みである。昨年度の講座が好評であったため、本年度

も継続実施としたが、今年も定員150名がすぐに満員となる人気講座となり、保険会社

のリスク管理手法に学生が強い関心を持っていることが示された。 

 

講義は、損害保険業界等の実務家による保険ERM実務の解説と上智大学教員によるERM

に用いられる諸手法の理論的解説から構成される。 

実務と理論の両面の学習を通じて、学生が保険業界に興味を持ち、保険会社ERMの全

体像を理解できる講義として期待される。 
 

 

講義概要 

日本の損保事業の概要、保険概論、保険会社会計の基礎、確率論、 

リスク計測入門、保険料算出と保険のリスク、再保険、保険会社規制と ERM、 

保険会社経営と ERM、ERM 経営の課題 

    
                    

 

本件に関するお問い合わせ先 

〒101-8335 千代田区神田淡路町2-9 

公益財団法人 損害保険事業総合研究所 

学術振興担当 松下 泰TEL 03-3255-5511 
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            （公財）損害保険事業総合研究所 


